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マ

　土曜閉庁
　　5月9日・23日
　　6月13日・27日
※出生・死亡・婚姻の届はできます

1992，6月号（Nα196）

若い入たちのUターンを待っています（成人式）

　　りす組
たきざわかずふみくん
　（松之山　七兵工）

おめでた（騰》
　　　　　　　　　　　　　（生年月日）
優輝ちゃん　佐藤　実さんの長男

　　　　　　　（天水越）川端　4・3・27

窃《薙》み（露亡）　　　　　　　　　（死亡年月日）

福原ミサオさん　82歳（坪野）西山　　　4・3・31

相沢モトさん　　84歳（水梨）新屋　　　4・4・9

山岸マスエさん　82歳（兎口）新宅　　　4・4・9

村山三枝さん　　82歳（松之山）角田屋　4・4・14

竹内イトさん　　90歳（豊田）どろの木　4・4・19

久保田ヲヨさん　96歳（新田）惣兵工　　4・4・21

村山光義さん　　41歳（橋詰）万吉　　　4・4・26

涌井マサさん　　85歳（五十子平）新屋　4・4・27

小野塚健治さん　60歳（上鰯池）坂中　　4・4・29

※4月1日から30日までの届出分です。

幽今月号の話題全幽　人住まま
松之山温泉まつり一………………・2・3

成人式・名誉町民推戴式…………4・5
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－
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ハ
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つ
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▼
4
月
の
で
き
ご
と

1
日
　
新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

4
日
　
小
学
校
入
学
式

6
日
　
中
学
校
入
学
式

16

日
　
農
業
共
済
連
絡
員
会
議

19

日
　
第
六
回
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス

　
　
　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
大
会

21

日
　
集
落
総
代
会
・
献
血
（
役
場

23
日
　
お
ふ
く
ろ
館
オ
ー
プ
ン

27
日
　
農
業
委
員
会
総
会
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八
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、
八
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五
（
▲
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世
帯
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、
一
五
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（
）
内
は
四
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
五
月
を
迎
え
て
も
低
温
注
意
報
が

出
さ
れ
、
苗
代
管
理
や
田
植
え
の
時

期
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
本
格
的
な
田
植
え
シ
ー
ズ
ン
が
始

ま
り
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
ほ
ど
忙

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
暖
か
い
日
が
続
き
、
苗

が
す
く
す
く
育
っ
て
豊
作
に
な
る
と

良
い
で
す
ね
。

　
さ
て
、
今
年
に
入
っ
て
色
々
な
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る

注
意
一
秒
ケ
ガ
一
生
な
ど
の
諺
や
標

語
が
あ
り
ま
す
が
、
も
う
一
度
肝
に

命
じ
て
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
、
ま

た
遇
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
．
　
　
　
　
佐
藤

‘6

l
o
o
O
』
ー



1
ε
ト
ー

にぎゃかな松之山温泉まつり

旺盛な食欲ジンギスカンまつり

監
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」
聯
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を
山
ほ
ど
買
い
込
み
、
料
理
方
法
を

メ
モ
し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
夜
七
時
三
十
分
よ
り
、
古
都
清
乃

歌
謡
シ
ョ
ー
が
温
泉
駐
車
場
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
小
雨
が
降
る
な

か
詰
め
か
け
た
一
、
五
〇
〇
人
の
観

衆
は
、
濡
れ
る
の
も
気
に
せ
ず
熱
心

に
歌
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
が
終
る
と
地
元
の
若

妻
会
の
皆
さ
ん
が
踊
り
を
披
露
し
、

ス
テ
ー
ジ
の
最
後
を
飾
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
が
終
る
と
同
時
に
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
特
大
ス
タ
ー
マ

　　　、
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蕪二

灘

イ
ン
な
ど
約
一
〇
〇
発
の
花
火
が
雨

に
負
け
ま
い
と
、
き
れ
い
な
大
輪
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や
花
火

よ
り
も
夜
店
に
関
心
が
あ
り
、
お
目

当
て
の
品
物
を
買
っ
て
も
ら
い
に
こ

に
こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
温
泉
ま
つ
り
は
雨
空
を
気

に
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
平
年
よ
り
も

人
出
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
来
年
は
晴
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

　
十
七
日
に
は
大
厳
寺
高
原
で
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
家
族

　
　
　
「
嫌

傘をさしながら歌謡ショーを楽しみました

．
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．
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〆
、

凶樋

課

議　
巴
謬
塞

松里保育所園児のかわいい稚児行列

　　　お母さんたちもいっしょに歩いていました

づ
れ
を
中
心
に
二
五
〇
人
も
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
空
く
じ
な
し
の
大
抽
選
会
で
は
野

鳥
こ
け
し
や
シ
ン
コ
餅
が
肖
り
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
は
順
番
待
ち
が
で
き
る

ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　
雨
模
様
の
天
候
も
徐
々
に
回
復
し
、

お
昼
ご
ろ
に
は
大
勢
の
方
が
外
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
一
日
で
消
費
さ
れ

た
肉
の
量
は
約
一
〇
〇
㎏
だ
そ
う
で

す
。

墜駕』「
姦懲轟欝

霜

》、州』　．－醗調
　　　　ジンギスカンの香ばしいにおいが食欲をそそりました

㍊爆

美しい調べを聴かせてくれた松之山中学校ブラスバンド

部の皆さん

　
観
光
松
之
山
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
、
五
月

十
六
H
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
に
も
雨
が
降
っ
て
き
そ
う
な
肌

寒
い
日
で
し
た
が
、
午
後
二
時
ご
ろ

か
ら
管
領
塚
供
養
祭
、
松
里
小
学
校

児
竜
に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏
、
松
里
保

育
所
園
児
に
よ
る
稚
児
行
列
、
松
中

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
ち
び
っ

こ
み
こ
し
な
ど
が
予
定
ど
お
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
管
領
塚
供
養
祭
に
は
松
里
梅
香
講

の
皆
さ
ん
と
、
稚
児
行
列
の
衣
装
を

着
た
松
里
保
育
所
園
児
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
約
五
〇
〇
年
前
無
念
の
最

期
を
遂
げ
た
ヒ
杉
房
能
公
の
供
養
を

．
何
い
ま
し
た
。

　
管
領
塚
供
養
祭
と
並
行
し
て
、
温

泉
街
で
は
松
里
小
学
校
の
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
温
泉
駐
車
場
で

は
軽
快
な
リ
ズ
ム
の
ド
リ
ル
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
供
養
祭
が
終
る
と
園
児
た
ち
は
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
で
温
泉
街
に
向
い
、
出

発
時
間
ま
で
保
母
さ
ん
や
お
母
さ
ん

か
ら
衣
装
を
直
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

　
稚
児
行
列
が
始
ま
る
と
沿
道
に
つ

め
か
け
た
観
光
客
や
父
母
は
、
か
わ

い
い
姿
を
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
お
さ

め
よ
う
と
、
前
に
出
た
り
後
に
ま
わ

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
温
泉
駐
車
場
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

松
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
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が
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菜
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。
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テ
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菜
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し
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。
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菜

c
圏
“
遣
漉

諾篭
・
騒

■』響難鵬謡：
　　　　　　・・鞭製蠕響

　　　　　　小

みこいノ
へ
　温泉街を勢い良く練り歩

：2



ー
8
ト
ー

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月

三
目
、
松
之
山
町
成
人
式
及
び
名
誉

町
民
推
戴
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
対
象
者
は
五
十
八
名

で
、
そ
の
内
の
四
f
八
名
の
方
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
町
民
体
育

館
で
記
念
写
真
の
撮
影
が
あ
り
、
名

誉
町
民
の
志
賀
夘
助
さ
ん
や
来
賓
の

方
々
と
緊
張
し
な
が
ら
写
っ
て
い
ま

し
た
。

　
撮
影
が
終
る
と
会
場
を
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
卜
時
か
ら
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
村
山
町
長
は
「
二
十
一
世

紀
は
皆
さ
ん
の
時
代
だ
が
、
こ
こ
ま

で
豊
か
な
社
会
を
築
い
た
先
人
た
ち

の
知
恵
と
苦
労
を
考
え
て
ほ
し
い
。

地
道
に
こ
つ
こ
つ
と
勉
強
し
、
仕
事

に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
四
と
成
人

者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
成
人
者
を
代
表
し
、

天
水
越
の
佐
藤
重
幸
さ
ん
が
「
今
ま

で
以
上
に
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
、

ど
ん
な
と
き
で
も
自
分
を
見
失
う
こ

と
な
く
、
成
人
と
し
て
の
責
務
を
果

し
、
新
し
く
活
気
あ
る
社
会
を
築
く

た
め
努
力
し
ま
す
四
と
、
力
強
く
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
名
誉
町
民
推
戴
式
に
移
り
、

当
町
一
、
一
人
目
の
名
誉
町
民
と
し
て
、

志
賀
夘
助
さ
ん
に
名
誉
町
民
証
と
記

今
心
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
「
自
分
が
昆
虫
採
集

を
始
め
た
こ
ろ
使
用
し
て
い
た
機
材

は
、
ほ
と
ん
ど
が
外
国
製
で
高
価
だ

っ
た
。
会
社
を
創
設
し
て
、
安
価
で

優
秀
な
品
物
を
作
る
た
め
試
行
錯
誤

の
連
続
だ
っ
た
。
人
間
努
力
を
惜
し

鐡塵

池
『
－

ん
で
は
良
い
結
果
が
生
ま
れ
な
い
。

皆
さ
ん
も
今
の
生
活
に
甘
ん
じ
な
い

で
、
勉
強
や
仕
事
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
四
と
、
成
へ
者
に
語
り
か
け
る

よ
う
ゆ
っ
く
り
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
に
一
〇
〇
万
円
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
の
紹
介
と
、
小
林
和
博

先
生
（
今
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三
月
ま
で
安
高
松
之
山

分
校
勤
務
）
の
記
念
講
演
に
つ
い
て

は
五
ぺ
～
ジ
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。
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山
町
で
三
人
目
の
名
誉
町
民

と
し
て
、
松
口
出
身
の
志
賀
夘
助
さ

ん
が
推
薦
さ
れ
、
五
月
三
日
の
推
戴

式
で
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
松
口
出
身
の
父
恒
七

さ
ん
と
と
も
に
少
年
時
代
を
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で

過
さ
れ
、
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山
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飾蒜，，、†義生．論
新成人の皆さん　　　　　　　　、

r睡鍵幽繊岬『■’”騨『
　　『

本
作
り
と
い
う
特
異
の
分
野
で
、
昆

虫
採
集
機
材
の
開
発
や
普
及
に
貢
献

さ
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た
と
し
て
黄
綬
褒
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
．
平
成
三
年
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か
ら
七
月
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で
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新
聞
の
夕
刊
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ヒ
に
、
こ

れ
ま
で
た
ど
っ
て
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た
道
や
昆
虫
採

集
・
標
本
作
り
の
苦
労
、
自
然
と
人

間
と
の
か
か
わ
り
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ど
に
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て
随
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掲
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ま
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。

メ
　
β

（
D

　
駆

『聾

、
lP

し‘一
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志
賀
さ
ん
は
明
治
三
十
六
年
一
月

六
日
生
ま
れ
の
八
十
九
歳
で
す
が
、

志
賀
昆
虫
普
及
社
社
長
及
び
日
本
科

学
標
本
協
会
名
誉
会
長
と
し
て
忙
し

い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
元
気
に
、
昆
虫

学
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。

小
学
校
修
学
旅
行
で

志
賀
さ
ん
を
訪
間

翻麟霧護．、騰、

成人者から花束を受ける志賀

、
ノ

子供たちを会社の玄関前まで出迎えてくれました

　
五
月
十
五
日
午
前
、
町
内
小
学
校

　
の
六
年
生
が
渋
谷
に
あ
る
志
賀
昆
虫

弓
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§
§
§
§
§
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§
Σ
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§
§
§
§
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§
葦
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§
§
§
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§
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§
漢

㎜
成
人
式
記
念
講
演

㎜㈱
　
　
　
　
　
新
潟
東
高
校
教
諭

幽㎜
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松
之
山
分
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の
生
物
部
で
も

㈲
志
賀
昆
虫
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の
製
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を
た
く
さ
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い
る
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、
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自
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も
物
心

“『

が
つ
い
た
時
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同
社
の
製
品
を
使
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て
い
ま
し
た
。

㎜㈲
　
志
賀
さ
ん
は
日
本
の
昆
虫
学
を
側

断
面
か
ら
さ
さ
え
、
人
々
の
昆
虫
学
に

㈱幽
対
す
る
意
識
を
変
え
さ
せ
よ
う
と
頑

㈱
張
っ
て
き
ま
し
た
。

㎜　　　　　　　　槻　　　　　　　一　　　　　　㈱　　　　　㈱　　　　幽　　　　㈱　　　m　　㈱　㈱幽

小林和博さん

普
及
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
玄
関
ま
で
出
迎
え
て

く
れ
、
故
郷
の
子
供
た
ち
を
心
か
ら

歓
迎
し
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
を
囲
ん
で
学
校
ご
と
に

写
真
を
撮
っ
た
り
、
珍
し
い
昆
虫
の

標
本
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
土
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に
も
ら
っ
た
ル

ー
ぺ
を
使
い
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ

た
標
本
を
真
剣
に
見
て
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ま
し
た
。

　
短
い
訪
問
で
し
た
が
、
志
賀
さ
ん

も
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

小
林
和
博
さ
ん

一嗣

　
昆
虫
は
世
界
中
に
生
息
し
て
い
る

し
、
人
間
の
生
活
に
も
昆
虫
か
ら
学

ん
だ
部
分
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
㈲

　
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
き
た
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

知
識
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科
学
の
方
法
）
を
身
に
つ
け
、
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
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常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
㈱

　
問
題
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
問
囲

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
め
、

パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
答

え
を
見
つ
け
る
楽
し
さ
が
科
学
に
は

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
ご

と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
人
間
は
自
然
の
中
の
ほ

ん
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
を
忘
れ
圃

　
　
　
　
　
　
】
。
　
　
　
　
　
㈱

な
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で
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㎜

ぐ
蜜
§
き
睾
§
蜜
§
§
憲
§
！
）
、
弐
蓼
晃
ぐ
5
c
き
Σ
…
§
§
璽
§
塞
§
§
Σ
§
§
乱

45



ー
8
ト
ー

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
五
月

三
目
、
松
之
山
町
成
人
式
及
び
名
誉

町
民
推
戴
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
対
象
者
は
五
十
八
名

で
、
そ
の
内
の
四
f
八
名
の
方
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
町
民
体
育

館
で
記
念
写
真
の
撮
影
が
あ
り
、
名

誉
町
民
の
志
賀
夘
助
さ
ん
や
来
賓
の

方
々
と
緊
張
し
な
が
ら
写
っ
て
い
ま

し
た
。

　
撮
影
が
終
る
と
会
場
を
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
卜
時
か
ら
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
村
山
町
長
は
「
二
十
一
世

紀
は
皆
さ
ん
の
時
代
だ
が
、
こ
こ
ま

で
豊
か
な
社
会
を
築
い
た
先
人
た
ち

の
知
恵
と
苦
労
を
考
え
て
ほ
し
い
。

地
道
に
こ
つ
こ
つ
と
勉
強
し
、
仕
事

に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
四
と
成
人

者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
成
人
者
を
代
表
し
、

天
水
越
の
佐
藤
重
幸
さ
ん
が
「
今
ま

で
以
上
に
知
識
や
教
養
を
身
に
つ
け
、

ど
ん
な
と
き
で
も
自
分
を
見
失
う
こ

と
な
く
、
成
人
と
し
て
の
責
務
を
果

し
、
新
し
く
活
気
あ
る
社
会
を
築
く

た
め
努
力
し
ま
す
四
と
、
力
強
く
答

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
名
誉
町
民
推
戴
式
に
移
り
、

当
町
一
、
一
人
目
の
名
誉
町
民
と
し
て
、

志
賀
夘
助
さ
ん
に
名
誉
町
民
証
と
記

今
心
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
「
自
分
が
昆
虫
採
集

を
始
め
た
こ
ろ
使
用
し
て
い
た
機
材

は
、
ほ
と
ん
ど
が
外
国
製
で
高
価
だ

っ
た
。
会
社
を
創
設
し
て
、
安
価
で

優
秀
な
品
物
を
作
る
た
め
試
行
錯
誤

の
連
続
だ
っ
た
。
人
間
努
力
を
惜
し

鐡塵

池
『
－

ん
で
は
良
い
結
果
が
生
ま
れ
な
い
。

皆
さ
ん
も
今
の
生
活
に
甘
ん
じ
な
い

で
、
勉
強
や
仕
事
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
四
と
、
成
へ
者
に
語
り
か
け
る

よ
う
ゆ
っ
く
り
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
に
一
〇
〇
万
円
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
の
紹
介
と
、
小
林
和
博

先
生
（
今
年
三
月
ま
で
安
高
松
之
山

分
校
勤
務
）
の
記
念
講
演
に
つ
い
て

は
五
ぺ
～
ジ
を
．
こ
覧
く
だ
さ
い
。

、
、
瀞
蟹酸

、
一
』
ー

、
、
護
麟
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
辞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

名
誉
町
民
に
志
賀
夘
助
氏
選
ば
れ
る

　
松
之
山
町
で
三
人
目
の
名
誉
町
民

と
し
て
、
松
口
出
身
の
志
賀
夘
助
さ

ん
が
推
薦
さ
れ
、
五
月
三
日
の
推
戴

式
で
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
松
口
出
身
の
父
恒
七

さ
ん
と
と
も
に
少
年
時
代
を
新
山
で

過
さ
れ
、
松
之
山
小
学
校
高
等
科
を

卒
業
後
、
地
元
の
石
油
採
掘
会
社
に

就
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
東
京
に
働
き
に
出
ら
れ
、

運
命
の
偶
然
か
ら
昆
虫
の
採
集
・
標

本
作
り
の
道
に
入
ら
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
日
本
で
の
本
格
的
な

昆
虫
採
集
．
・
標
本
作
り
の
パ
イ
オ
ニ

ア
と
し
て
、
自
然
科
学
の
一
分
野
で

あ
る
昆
虫
学
の
確
立
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
六
年
に
は
志
賀
昆
虫

普
及
社
を
創
設
さ
れ
、
外
国
製
品
に

負
け
な
い
安
価
で
優
秀
な
昆
虫
採
集

機
材
の
開
発
や
普
及
に
多
大
な
貢
献

n、曜》

｛
“
　
・
も

志賀夘助さん

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
標
本
作
り
に
必
要
な
ピ
ン
に
し
て

も
長
さ
・
太
さ
・
材
質
な
ど
様
々
で
、

よ
り
良
い
製
品
を
作
る
た
め
寝
食
を

忘
れ
て
研
究
開
発
に
没
頭
し
た
そ
う

で
す
。

　
現
在
、
同
社
の
製
品
は
外
国
に
も

輸
出
さ
れ
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て

も
　
　
　
　
　
　
　
の

し
ま
で

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
昆
虫
の
標

飾蒜，，、†義生．論
新成人の皆さん　　　　　　　　、

r睡鍵幽繊岬『■’”騨『
　　『

本
作
り
と
い
う
特
異
の
分
野
で
、
昆

虫
採
集
機
材
の
開
発
や
普
及
に
貢
献

さ
れ
た
と
し
て
黄
綬
褒
章
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
．
平
成
三
年
六
月
か
ら
七
月

ま
で
産
経
新
聞
の
夕
刊
紙
ヒ
に
、
こ

れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
道
や
昆
虫
採

集
・
標
本
作
り
の
苦
労
、
自
然
と
人

間
と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
随

筆
を
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

メ
　
β

（
D

　
駆

『聾

、
lP

し‘一

げ．

　
志
賀
さ
ん
は
明
治
三
十
六
年
一
月

六
日
生
ま
れ
の
八
十
九
歳
で
す
が
、

志
賀
昆
虫
普
及
社
社
長
及
び
日
本
科

学
標
本
協
会
名
誉
会
長
と
し
て
忙
し

い
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
元
気
に
、
昆
虫

学
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
く
だ
さ

い
。

小
学
校
修
学
旅
行
で

志
賀
さ
ん
を
訪
間

翻麟霧護．、騰、

成人者から花束を受ける志賀

、
ノ

子供たちを会社の玄関前まで出迎えてくれました

　
五
月
十
五
日
午
前
、
町
内
小
学
校

　
の
六
年
生
が
渋
谷
に
あ
る
志
賀
昆
虫

弓
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
Σ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
葦
§
§
§
§
§
§
§
§
漢

㎜
成
人
式
記
念
講
演

㎜㈱
　
　
　
　
　
新
潟
東
高
校
教
諭

幽㎜
喬
松
之
山
分
校
の
生
物
部
で
も

㈲
志
賀
昆
虫
普
及
社
の
製
品
を
た
く
さ

㎜㈲
ん
使
っ
て
い
る
し
、
私
自
身
も
物
心

“『

が
つ
い
た
時
か
ら
同
社
の
製
品
を
使

幽㈱
っ
て
い
ま
し
た
。

㎜㈲
　
志
賀
さ
ん
は
日
本
の
昆
虫
学
を
側

断
面
か
ら
さ
さ
え
、
人
々
の
昆
虫
学
に

㈱幽
対
す
る
意
識
を
変
え
さ
せ
よ
う
と
頑

㈱
張
っ
て
き
ま
し
た
。

㎜　　　　　　　　槻　　　　　　　一　　　　　　㈱　　　　　㈱　　　　幽　　　　㈱　　　m　　㈱　㈱幽

小林和博さん

普
及
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
玄
関
ま
で
出
迎
え
て

く
れ
、
故
郷
の
子
供
た
ち
を
心
か
ら

歓
迎
し
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
を
囲
ん
で
学
校
ご
と
に

写
真
を
撮
っ
た
り
、
珍
し
い
昆
虫
の

標
本
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
土
産
に
も
ら
っ
た
ル

ー
ぺ
を
使
い
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ

た
標
本
を
真
剣
に
見
て
い
ま
し
た
。

　
短
い
訪
問
で
し
た
が
、
志
賀
さ
ん

も
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

小
林
和
博
さ
ん

一嗣

　
昆
虫
は
世
界
中
に
生
息
し
て
い
る

し
、
人
間
の
生
活
に
も
昆
虫
か
ら
学

ん
だ
部
分
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
㈲

　
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
生
き
た
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

知
識
（
科
学
の
方
法
）
を
身
に
つ
け
、
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
圃

常
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
㈱

　
問
題
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
の
問
囲

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
集
め
、

パ
ズ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
答

え
を
見
つ
け
る
楽
し
さ
が
科
学
に
は

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
何
ご

と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
人
間
は
自
然
の
中
の
ほ

ん
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
を
忘
れ
圃

　
　
　
　
　
　
】
。
　
　
　
　
　
㈱

な
い
で
く
だ
さ
し
　
　
　
　
　
　
㎜

ぐ
蜜
§
き
睾
§
蜜
§
§
憲
§
！
）
、
弐
蓼
晃
ぐ
5
c
き
Σ
…
§
§
璽
§
塞
§
§
Σ
§
§
乱
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農業委員会通信

良
質
米
を
め
ざ
し
て
ポ
ッ
ト
育
苗
！

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
山
村
が
か

か
え
て
い
る
問
題
や
課
題
等
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
た
い
と
、
改
革
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
松
之
山
の

農
業
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
稲
の
ポ
ッ
ト
育
苗
を
早

く
か
ら
採
用
し
て
い
る
湯
之
島
集
落

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
湯
之
島
は
昔
か
ら
稲
作
専
業
農
家

が
多
く
、
耕
作
地
は
標
高
三
三
〇
か

ら
六
〇
〇
m
位
、
ミ
ニ
総
パ
な
ど
の

事
業
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
基
盤
整

備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
七
年
前
、
初
め
て
ポ
ッ
ト
式
の
二

条
植
田
植
機
四
台
が
集
落
に
入
り
、

そ
の
後
活
性
化
事
業
等
で
次
々
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
二
条
植
が
十
一
台
、
四
条

植
が
四
台
と
な
り
、
集
落
作
付
面
積

の
八
割
強
が
ポ
ッ
ト
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
と
は
、
一
枚
の
苗
箱

に
指
の
先
ぐ
ら
い
の
ポ
ッ
ト
穴
が
四

四
八
個
あ
り
、
そ
の
｝
穴
一
穴
に
種

籾
を
播
い
て
苗
を
育
て
る
方
法
で
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
の
長
所
短
所
を
、
最

初
か
ら
導
入
し
て
い
る
竹
内
清
司
さ

ん
に
要
約
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
長
所

〇
二
十
～
三
十
㎝
の
成
苗
で
植
え
る

　
の
で
、
圃
場
の
高
低
を
あ
ま
り
気

　
に
し
な
く
て
も
よ
い
。

○
苗
代
日
数
が
三
十
～
四
十
五
日
位

　
と
幅
恭
あ
る
た
め
、
田
植
え
日
程

　
が
楽
に
決
め
ら
れ
る
。

○
浮
苗
・
欠
株
が
な
く
、
補
植
し
な

　
く
て
も
よ
い
。

○
土
付
き
の
ま
ま
植
え
る
の
で
活
着

　
が
よ
く
、
成
熟
も
十
日
前
後
早
い
。

o
無
効
分
け
つ
が
少
な
く
、
登
熟
が

　
非
常
に
よ
い
。

○
茎
が
太
い
の
で
倒
伏
に
強
く
穂
も

　
大
き
い
．

▼
短
　
所

○
機
械
設
備
費
が
高
い
。

o
ポ
ッ
ト
専
用
機
種
し
か
使
用
で
き

　
ず
、
他
の
機
種
と
の
互
換
性
が
な

　
い
。

o
｝
反
歩
当
り
四
十
～
四
十
五
枚
と

　
苗
箱
の
枚
数
が
多
い
。
し
か
し
、

　
苗
箱
】
枚
当
り
の
土
の
使
用
量
は

　
従
来
の
半
分
で
よ
い
。

○
苗
箱
を
並
べ
る
苗
床
面
積
が
広
い
。

　
湯
之
島
で
は
苗
作
り
作
業
の
省
力

化
を
図
る
た
め
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
苗
床
作
り
・
箱
並
べ
・
ビ
ニ
ー
ル

　
十
八
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象
と

し
た
総
合
検
診
が
、
六
月
十
五
日
か

ら
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
町
民
体

育
館
及
び
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
総
合
検
診
に
は
、
一
般
健
康

診
査
・
結
核
検
診
・
肺
ガ
ン
検
診
・

胃
ガ
ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
・
女

性
貧
血
検
査
な
ど
の
検
診
項
目
が
あ

り
、
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
グ
の
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。集落別検診日程表

ー
ン
ネ
ル
掛
け
等
の
共
同
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
導
入
当
初
か
ら
指
導

に
あ
た
っ
た
町
農
協
の
石
塚
一
久
さ

ん
は
、
　
「
稚
苗
機
械
田
植
え
は
中
山

間
高
冷
地
に
は
不
向
き
で
、
湯
之
島

集
落
の
田
植
え
作
業
の
機
械
化
は
遅

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
ッ
ト
育
苗

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械

化
や
育
苗
の
共
同
作
業
が
発
達
し
、

ア
キ
ヒ
カ
リ
の
団
地
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
団
地
へ
と
変
わ
り
、
単
位
収
量

も
大
幅
に
増
大
し
て
い
る
。
今
後
は

共
同
作
業
の
組
織
化
を
も
っ
と
進
め

て
ほ
し
い
凶
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熱
心
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
普
及
所
の
小
山
一
成
さ
ん
は
、
ポ

ッ
ト
育
苗
の
成
果
に
つ
い
て
次
の
三

点
を
強
調
し
ま
し
た
。

①
植
傷
み
が
少
な
く
初
期
生
育
が
安

　
定
す
る
。

②
生
育
が
早
ま
り
出
穂
も
早
く
、
成

　
熟
期
も
遅
く
な
ら
な
い
。

③
栽
培
管
理
が
容
易
（
過
繁
茂
に
な

　
り
に
く
く
、
倒
伏
に
強
い
。
）
で
、

　
良
質
米
の
安
定
生
産
が
で
き
る
。

　
に
せ
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
出
回
る
ほ
ど

良
質
米
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
今
後

は
産
地
問
の
競
争
が
激
化
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
産
米
の
評
価
を
高
め
る
た

め
、
基
盤
整
備
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
と
と
も
に
重
要
な
役
割
を
担

う
栽
培
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
中
山
間
地
農
業
に
適
応
す
る
ポ
ッ

ト
育
苗
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、
機
械

設
備
の
購
入
に
関
す
る
制
度
資
金
や

低
利
融
資
の
斡
旋
・
充
実
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
に
つ
い
て
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
は
、
町
農
協
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
検
診
項
目
ご
と
に
対
象
年
齢
等
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
た
め
に
も
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
受
診
率
は
約
八
十
％
で
、

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ン
予
防
の
た
め
に
胃
ガ

ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
る

方
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
恐
ろ
し
い
ガ
ン
を
防
ぐ
に
は
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
第
一
条
件
で

す
。

　
検
査
技
術
も
医
療
技
術
も
年
々
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
す
る
人
の

健
康
へ
の
自
覚
が
伴
わ
な
け
れ
ば
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
｝
年
に
一
回
、
し
か
も
半
日
で
済

み
ま
す
の
で
、
面
倒
が
ら
ず
必
ず
受

診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
ご
と
に
送
迎
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
ご

鳶卜＿＿り＿る＿

ど　みなさん
　　稲作講習会では良質米づくりにつし
　次々に質問していました
）＼＿．＿ノ＼＿、八、．ノ

日　　別 午　　　前 午　　　後

6月15日 湯　　　本 天　水　越
（月） 湯　　　山

中　　　尾 藤　　　倉

16日 東　　　山 上　蝦　池
（火） 赤　　　倉 東　　　川

坪　　　野 五十子平
下　蝦　池

17日 天　水　島 光　　　問
（水） 新　　　山 水　　　梨

大　荒　戸

黒　　　倉

中　立　山 湯　之　島

18日 田　麦　立 新　　　田
（木） 月　　　池 上　之　山

坂　　　中 藤　　　原

豊　　　田 曽　　　根

北　浦　田 兎　　　口

西　之　前

19日 下　川　手 松　之　山
（金） 上　川　手

小　　　谷

利
用
く
だ
さ
い
。

　
運
行
時
間
や
検
査
内
容
に
っ
い
て

は
、
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
乳
ガ
ン
検
診
は
今
回
で
な

く
、
七
月
七
日
・
九
日
・
二
十
八
日

の
三
日
間
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
受
診
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

期間中いつでも受診できます

　1日の検査人数の関係で集落別に日を指定してあ

りますが、指定された日に都合がっかない方は、期

間中いつでも受診できますので、かならず受診して

ください。
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農業委員会通信

良
質
米
を
め
ざ
し
て
ポ
ッ
ト
育
苗
！

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
山
村
が
か

か
え
て
い
る
問
題
や
課
題
等
を
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
た
い
と
、
改
革
期

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
松
之
山
の

農
業
に
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
た
ち
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
稲
の
ポ
ッ
ト
育
苗
を
早

く
か
ら
採
用
し
て
い
る
湯
之
島
集
落

の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
湯
之
島
は
昔
か
ら
稲
作
専
業
農
家

が
多
く
、
耕
作
地
は
標
高
三
三
〇
か

ら
六
〇
〇
m
位
、
ミ
ニ
総
パ
な
ど
の

事
業
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
基
盤
整

備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
七
年
前
、
初
め
て
ポ
ッ
ト
式
の
二

条
植
田
植
機
四
台
が
集
落
に
入
り
、

そ
の
後
活
性
化
事
業
等
で
次
々
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
二
条
植
が
十
一
台
、
四
条

植
が
四
台
と
な
り
、
集
落
作
付
面
積

の
八
割
強
が
ポ
ッ
ト
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
と
は
、
一
枚
の
苗
箱

に
指
の
先
ぐ
ら
い
の
ポ
ッ
ト
穴
が
四

四
八
個
あ
り
、
そ
の
｝
穴
一
穴
に
種

籾
を
播
い
て
苗
を
育
て
る
方
法
で
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
の
長
所
短
所
を
、
最

初
か
ら
導
入
し
て
い
る
竹
内
清
司
さ

ん
に
要
約
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
長
所

〇
二
十
～
三
十
㎝
の
成
苗
で
植
え
る

　
の
で
、
圃
場
の
高
低
を
あ
ま
り
気

　
に
し
な
く
て
も
よ
い
。

○
苗
代
日
数
が
三
十
～
四
十
五
日
位

　
と
幅
恭
あ
る
た
め
、
田
植
え
日
程

　
が
楽
に
決
め
ら
れ
る
。

○
浮
苗
・
欠
株
が
な
く
、
補
植
し
な

　
く
て
も
よ
い
。

○
土
付
き
の
ま
ま
植
え
る
の
で
活
着

　
が
よ
く
、
成
熟
も
十
日
前
後
早
い
。

o
無
効
分
け
つ
が
少
な
く
、
登
熟
が

　
非
常
に
よ
い
。

○
茎
が
太
い
の
で
倒
伏
に
強
く
穂
も

　
大
き
い
．

▼
短
　
所

○
機
械
設
備
費
が
高
い
。

o
ポ
ッ
ト
専
用
機
種
し
か
使
用
で
き

　
ず
、
他
の
機
種
と
の
互
換
性
が
な

　
い
。

o
｝
反
歩
当
り
四
十
～
四
十
五
枚
と

　
苗
箱
の
枚
数
が
多
い
。
し
か
し
、

　
苗
箱
】
枚
当
り
の
土
の
使
用
量
は

　
従
来
の
半
分
で
よ
い
。

○
苗
箱
を
並
べ
る
苗
床
面
積
が
広
い
。

　
湯
之
島
で
は
苗
作
り
作
業
の
省
力

化
を
図
る
た
め
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
苗
床
作
り
・
箱
並
べ
・
ビ
ニ
ー
ル

　
十
八
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象
と

し
た
総
合
検
診
が
、
六
月
十
五
日
か

ら
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
町
民
体

育
館
及
び
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
総
合
検
診
に
は
、
一
般
健
康

診
査
・
結
核
検
診
・
肺
ガ
ン
検
診
・

胃
ガ
ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
・
女

性
貧
血
検
査
な
ど
の
検
診
項
目
が
あ

り
、
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
グ
の
役
割
を
は

た
し
て
い
ま
す
。集落別検診日程表

ー
ン
ネ
ル
掛
け
等
の
共
同
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
導
入
当
初
か
ら
指
導

に
あ
た
っ
た
町
農
協
の
石
塚
一
久
さ

ん
は
、
　
「
稚
苗
機
械
田
植
え
は
中
山

間
高
冷
地
に
は
不
向
き
で
、
湯
之
島

集
落
の
田
植
え
作
業
の
機
械
化
は
遅

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ポ
ッ
ト
育
苗

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械

化
や
育
苗
の
共
同
作
業
が
発
達
し
、

ア
キ
ヒ
カ
リ
の
団
地
か
ら
コ
シ
ヒ
カ

リ
の
団
地
へ
と
変
わ
り
、
単
位
収
量

も
大
幅
に
増
大
し
て
い
る
。
今
後
は

共
同
作
業
の
組
織
化
を
も
っ
と
進
め

て
ほ
し
い
凶
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
熱
心
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
普
及
所
の
小
山
一
成
さ
ん
は
、
ポ

ッ
ト
育
苗
の
成
果
に
つ
い
て
次
の
三

点
を
強
調
し
ま
し
た
。

①
植
傷
み
が
少
な
く
初
期
生
育
が
安

　
定
す
る
。

②
生
育
が
早
ま
り
出
穂
も
早
く
、
成

　
熟
期
も
遅
く
な
ら
な
い
。

③
栽
培
管
理
が
容
易
（
過
繁
茂
に
な

　
り
に
く
く
、
倒
伏
に
強
い
。
）
で
、

　
良
質
米
の
安
定
生
産
が
で
き
る
。

　
に
せ
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
出
回
る
ほ
ど

良
質
米
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
今
後

は
産
地
問
の
競
争
が
激
化
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
産
米
の
評
価
を
高
め
る
た

め
、
基
盤
整
備
・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
と
と
も
に
重
要
な
役
割
を
担

う
栽
培
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
中
山
間
地
農
業
に
適
応
す
る
ポ
ッ

ト
育
苗
を
普
及
さ
せ
る
に
は
、
機
械

設
備
の
購
入
に
関
す
る
制
度
資
金
や

低
利
融
資
の
斡
旋
・
充
実
が
必
要
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ポ
ッ
ト
育
苗
に
つ
い
て
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
は
、
町
農
協
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
検
診
項
目
ご
と
に
対
象
年
齢
等
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
健
康

状
態
を
知
る
た
め
に
も
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
の
受
診
率
は
約
八
十
％
で
、

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ン
予
防
の
た
め
に
胃
ガ

ン
検
診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
を
受
け
る

方
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
恐
ろ
し
い
ガ
ン
を
防
ぐ
に
は
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
第
一
条
件
で

す
。

　
検
査
技
術
も
医
療
技
術
も
年
々
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
受
診
す
る
人
の

健
康
へ
の
自
覚
が
伴
わ
な
け
れ
ば
何

の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
｝
年
に
一
回
、
し
か
も
半
日
で
済

み
ま
す
の
で
、
面
倒
が
ら
ず
必
ず
受

診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
集
落
ご
と
に
送
迎
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
ご

鳶卜＿＿り＿る＿

ど　みなさん
　　稲作講習会では良質米づくりにつし
　次々に質問していました
）＼＿．＿ノ＼＿、八、．ノ

日　　別 午　　　前 午　　　後

6月15日 湯　　　本 天　水　越
（月） 湯　　　山

中　　　尾 藤　　　倉

16日 東　　　山 上　蝦　池
（火） 赤　　　倉 東　　　川

坪　　　野 五十子平
下　蝦　池

17日 天　水　島 光　　　問
（水） 新　　　山 水　　　梨

大　荒　戸

黒　　　倉

中　立　山 湯　之　島

18日 田　麦　立 新　　　田
（木） 月　　　池 上　之　山

坂　　　中 藤　　　原

豊　　　田 曽　　　根

北　浦　田 兎　　　口

西　之　前

19日 下　川　手 松　之　山
（金） 上　川　手

小　　　谷

利
用
く
だ
さ
い
。

　
運
行
時
間
や
検
査
内
容
に
っ
い
て

は
、
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
乳
ガ
ン
検
診
は
今
回
で
な

く
、
七
月
七
日
・
九
日
・
二
十
八
日

の
三
日
間
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
多
く
の
方
か
ら
受
診
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

期間中いつでも受診できます

　1日の検査人数の関係で集落別に日を指定してあ

りますが、指定された日に都合がっかない方は、期

間中いつでも受診できますので、かならず受診して

ください。
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ス

ト
一

の
オ
ユ

月5
フ
ニ

4
，
「

ふ
る
里
貸
農
園
で
田
植
え

、
㌧
’
塾
．

　
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
湯
山
の
ふ
る
里
貸
農
園
（
グ
リ

ー
ン
リ
ー
ス
）
の
田
植
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ふ
る
里
貸
農
園
と
は
、
昨
年
圃
場

整
備
し
た
田
を
都
会
の
人
た
ち
に
貸

し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作

業
を
体
験
し
て
も
ら
う
制
度
で
、
一

人
（
組
）
五
a
づ
2
一
十
区
画
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
田
植
え
に
は
十
七
組
五
十

九
名
が
参
加
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
捕

へ
、

、
厩
圃

轟や
’ン

F、・諺蓋h鍵
熱1るづミ謬〆

しぎいぎす　　　A

り
に
夢
中
に
な
り
、
田
に
足
を
取
ら

れ
て
転
び
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
農
園
の
管
理
は
、
地
元
湯
山

の
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ス
組
合
（
小
野
塚

明
組
合
長
）
が
行
い
、
草
取
り
・
消

毒
な
ど
の
中
間
作
業
を
受
け
持
つ
予

定
で
す
。

　
今
後
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
秋
に
は

お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
た
く
さ
ん

収
穫
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
二
十
三
日
の
夕
方
に
は
お

ふ
く
ろ
館
で
モ
チ
つ
き
大
会
が
行
わ

れ
、
痛
い
腰
を
気
に
し
な
が
ら
重
い

杵
を
持
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

『
1瑚

■　譜ナ』■酵

く
鞠

漸
鋤

2
道
路
を
美
し
く
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
町
の
環
境
美
化
運
動
と
し
て
定
着

し
た
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
、
五
月
十

日
の
朝
全
町
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
約

一
、
五
〇
〇
人
の
方
が
道
路
沿
い
の
空

き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
の
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
、

各
集
落
の
集
合
場
所
に
は
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
集
ま
り
、
コ
ー

ス
ご
と
に
分
か
れ
て
拾
い
始
め
ま
し

た
。　

集
落
内
に
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い

3
き
れ
い
な
花
の
苗
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
公
共
施
設
や
道
路
沿
い
を
彩
る
花
　
　
し
た
。

の
苗
が
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱
よ
り
一
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
苗
は
サ
ル
ビ

万
五
千
株
、
松
之
山
地
域
建
設
振
興
　
　
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
で
、
今

会
よ
り
五
千
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
　
　
年
も
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

4
小
学
校
連
合
修
学
旅
行

プレゼント交換では雪だるまを清和

学校へ贈りました

て
く
れ
る
で
し
よ
う
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
集
落
で
花

の
苗
を
育
て
、
道
路
沿
い
に
毎
年
植

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
五
月
十
四
日
・
十
五
日
と
、
町
内

小
学
校
の
連
合
修
学
旅
行
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
十
四
日
は
朝
早
く
学
校
を
出
発
し
、

葛
飾
区
の
清
和
小
学
校
で
交
歓
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
夕
方
、
青
山
劇
場
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ア
ニ
ー
」
を
鑑
賞
し
、
舞
台
か

ら
伝
わ
る
熱
気
と
感
動
で
涙
を
流
す

子
供
も
い
ま
し
た
。

　
十
五
日
は
志
賀
昆
虫
普
及
社
を
訪

問
し
た
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自

由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
電
車
や
地
下
鉄
を
使

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
問
違

わ
ず
に
着
き
ま
し
た
。

5
浦
田
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室

　
五
月
二
十
二
日
、
浦
田
保
育
所
で

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ニ
メ
映
画
で
交
通
ル
ー
ル
を
教

え
、
浦
旧
駐
在
所
の
金
子
巡
査
が
横

断
歩
道
の
実
技
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
二
人
一
組
に
な
っ
て
、

左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
手
を

上
げ
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
横
断
歩

道
で
手
を
上
げ
て
い
る
人
が
い
た
ら

止
ま
っ
て
、
先
に
横
断
さ
せ
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
が
、
集
落
を
一
歩
外
へ
出
る

と
あ
ち
こ
ち
に
空
き
缶
が
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。

　
特
に
待
避
所
付
近
の
汚
れ
が
ひ
ど

く
、
ゴ
ミ
の
入
っ
た
袋
が
い
く
つ
も

放
置
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

に
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
真
新
し

い
空
き
缶
や
ゴ
ミ
が
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
行
楽
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　、譲

子供たちはオタマジャクシ捕りに

夢中になっていました

　
拾
わ
れ
た
ゴ
ミ
は
青
年
団
の
皆
さ

ん
が
回
収
し
、
町
民
体
育
館
前
ま
で

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
山
と
積
ま

れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
は
ス
ト
！
ブ
や
洗

面
台
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
日
に
は
津
南
ゴ
ミ
処
理
場
ま

で
ゴ
ミ
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、

計
量
の
結
果
約
ニ
ト
ン
と
い
う
膨
大

な
量
で
し
た
。

　
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
再
考

す
る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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色とりどりの花の苗がプレゼントされました
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おまわりさんに手を引かれて横断歩道を渡りました
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ス

ト
一

の
オ
ユ

月5
フ
ニ

4
，
「

ふ
る
里
貸
農
園
で
田
植
え

、
㌧
’
塾
．

　
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
湯
山
の
ふ
る
里
貸
農
園
（
グ
リ

ー
ン
リ
ー
ス
）
の
田
植
え
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
ふ
る
里
貸
農
園
と
は
、
昨
年
圃
場

整
備
し
た
田
を
都
会
の
人
た
ち
に
貸

し
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作

業
を
体
験
し
て
も
ら
う
制
度
で
、
一

人
（
組
）
五
a
づ
2
一
十
区
画
が
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
田
植
え
に
は
十
七
組
五
十

九
名
が
参
加
し
、
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
捕

へ
、

、
厩
圃

轟や
’ン

F、・諺蓋h鍵
熱1るづミ謬〆

しぎいぎす　　　A

り
に
夢
中
に
な
り
、
田
に
足
を
取
ら

れ
て
転
び
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
農
園
の
管
理
は
、
地
元
湯
山

の
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ス
組
合
（
小
野
塚

明
組
合
長
）
が
行
い
、
草
取
り
・
消

毒
な
ど
の
中
間
作
業
を
受
け
持
つ
予

定
で
す
。

　
今
後
天
候
に
恵
ま
れ
て
、
秋
に
は

お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
た
く
さ
ん

収
穫
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
二
十
三
日
の
夕
方
に
は
お

ふ
く
ろ
館
で
モ
チ
つ
き
大
会
が
行
わ

れ
、
痛
い
腰
を
気
に
し
な
が
ら
重
い

杵
を
持
ち
上
げ
て
い
ま
し
た
。

『
1瑚

■　譜ナ』■酵

く
鞠

漸
鋤

2
道
路
を
美
し
く
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

　
町
の
環
境
美
化
運
動
と
し
て
定
着

し
た
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
、
五
月
十

日
の
朝
全
町
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
約

一
、
五
〇
〇
人
の
方
が
道
路
沿
い
の
空

き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
田
植
え
の
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
、

各
集
落
の
集
合
場
所
に
は
子
供
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
集
ま
り
、
コ
ー

ス
ご
と
に
分
か
れ
て
拾
い
始
め
ま
し

た
。　

集
落
内
に
は
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
い

3
き
れ
い
な
花
の
苗
ブ
レ
ゼ
ン
ト

　
公
共
施
設
や
道
路
沿
い
を
彩
る
花
　
　
し
た
。

の
苗
が
、
日
本
ケ
ー
ブ
ル
㈱
よ
り
一
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
苗
は
サ
ル
ビ

万
五
千
株
、
松
之
山
地
域
建
設
振
興
　
　
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
で
、
今

会
よ
り
五
千
株
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
　
　
年
も
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

4
小
学
校
連
合
修
学
旅
行

プレゼント交換では雪だるまを清和

学校へ贈りました

て
く
れ
る
で
し
よ
う
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
集
落
で
花

の
苗
を
育
て
、
道
路
沿
い
に
毎
年
植

え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
五
月
十
四
日
・
十
五
日
と
、
町
内

小
学
校
の
連
合
修
学
旅
行
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
十
四
日
は
朝
早
く
学
校
を
出
発
し
、

葛
飾
区
の
清
和
小
学
校
で
交
歓
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
夕
方
、
青
山
劇
場
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
ア
ニ
ー
」
を
鑑
賞
し
、
舞
台
か

ら
伝
わ
る
熱
気
と
感
動
で
涙
を
流
す

子
供
も
い
ま
し
た
。

　
十
五
日
は
志
賀
昆
虫
普
及
社
を
訪

問
し
た
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自

由
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
電
車
や
地
下
鉄
を
使

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
に
問
違

わ
ず
に
着
き
ま
し
た
。

5
浦
田
保
育
所
で
交
通
安
全
教
室

　
五
月
二
十
二
日
、
浦
田
保
育
所
で

交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ニ
メ
映
画
で
交
通
ル
ー
ル
を
教

え
、
浦
旧
駐
在
所
の
金
子
巡
査
が
横

断
歩
道
の
実
技
指
導
を
し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
二
人
一
組
に
な
っ
て
、

左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
手
を

上
げ
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
横
断
歩

道
で
手
を
上
げ
て
い
る
人
が
い
た
ら

止
ま
っ
て
、
先
に
横
断
さ
せ
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
せ
ん
が
、
集
落
を
一
歩
外
へ
出
る

と
あ
ち
こ
ち
に
空
き
缶
が
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。

　
特
に
待
避
所
付
近
の
汚
れ
が
ひ
ど

く
、
ゴ
ミ
の
入
っ
た
袋
が
い
く
つ
も

放
置
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

に
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
真
新
し

い
空
き
缶
や
ゴ
ミ
が
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
行
楽
客
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　、譲

子供たちはオタマジャクシ捕りに

夢中になっていました

　
拾
わ
れ
た
ゴ
ミ
は
青
年
団
の
皆
さ

ん
が
回
収
し
、
町
民
体
育
館
前
ま
で

運
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
、
山
と
積
ま

れ
た
ゴ
ミ
の
中
に
は
ス
ト
！
ブ
や
洗

面
台
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　
十
一
日
に
は
津
南
ゴ
ミ
処
理
場
ま

で
ゴ
ミ
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、

計
量
の
結
果
約
ニ
ト
ン
と
い
う
膨
大

な
量
で
し
た
。

　
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
再
考

す
る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

鱒鐙
届v号「　◆　鵯　　　　　・
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おまわりさんに手を引かれて横断歩道を渡りました
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集
落
探
訪

舟
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
池
は
田
に

な
っ
て
い
る
。

藤
原
新
田

歴
史
と
地
名

　
町
の
北
部
、
渋
海
川
下
流
右
岸
に

位
置
し
、
江
戸
時
代
は
東
浦
田
村
に

属
し
て
い
た
。

　
黒
倉
及
び
松
代
町
福
島
と
の
境
に

は
藤
原
城
跡
が
あ
り
、
狭
い
尾
根
に

い
く
つ
も
の
空
堀
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。　

ま
た
、
テ
レ
ビ
塔
が
設
置
さ
れ
て

い
る
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し

く
、
天
候
が
良
け
れ
ば
米
山
・
越
後

三
山
・
長
野
県
境
の
山
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
集
落
の
入
口
付
近
に
は
大
地
主
で

あ
っ
た
本
山
家
（
俗
称
茶
の
間
）
跡

が
あ
り
、
往
時
を
し
の
ぶ
石
垣
が
今

も
現
存
し
て
い
る
。

　
江
戸
後
期
か
ら
開
発
が
始
め
ら
れ

た
藤
原
新
田
（
無
民
戸
）
は
、
現
在

の
藤
原
集
落
と
曽
根
集
落
の
間
、
通

称
「
大
楢
」
周
辺
に
位
置
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
十
二
月
、

藤
原
の
邨
山
伴
次
郎
宅
に
浦
田
郵
便

局
が
開
設
さ
れ
た
。

　
明
治
三
十
四
年
二
月
、
浦
田
郵
便

局
は
通
信
網
整
備
の
関
係
か
ら
奴
奈

川
村
（
現
松
代
町
）
室
野
に
移
転
し
、

室
野
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）

年
十
月
、
上
之
山
に
浦
田
郵
便
局
が

再
開
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
藤
原
新
田
は
本
山
家
五
代
彦
右
衛

門
が
天
保
年
間
に
開
発
を
始
め
た
新

田
で
、
彦
右
衛
門
が
病
没
後
は
六
代

の
彦
太
夫
が
受
け
継
い
だ
。

　
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
九
月

新
田
検
地
を
受
け
、
検
地
高
約
十
石

七
斗
の
新
田
村
と
な
っ
た
。

　
検
地
帳
に
は
大
楢
・
中
つ
る
ね
・

大
清
水
な
ど
の
地
名
が
記
載
さ
れ
、

開
発
面
積
は
一
町
八
反
、
田
の
等
級

は
最
低
ラ
ン
ク
の
見
付
田
で
あ
っ
た
。

　
藤
原
新
田
は
東
浦
田
村
地
内
に
で

き
た
ミ
ニ
独
立
村
で
あ
り
、
住
民
が

一
人
も
い
な
い
無
民
戸
だ
っ
た
。

　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
九
月
、

浦
田
地
区
の
七
か
村
が
合
併
し
浦
田

村
と
な
り
、
藤
原
新
田
の
名
称
は
な

く
な
っ
た
。

本
　
山
家

　
本
山
家
初
代
彦
右
衛
門
は
、
三
竹

沢
村
（
現
大
島
村
）
九
郎
右
衛
門
の

二
男
で
、
兄
曽
兵
衛
が
東
浦
田
村
に

持
っ
て
い
た
田
と
屋
敷
地
を
も
ら
い

受
け
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
藤

原
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
山
家
は
次
々
と
質
地
を
取
得
し
、

松
之
山
郷
で
も
一
、
二
を
争
う
大
地

主
と
な
っ
た
。

　
江
戸
末
期
に
は
所
持
金
一
、
五
〇
〇

両
、
米
五
、
五
〇
〇
俵
を
所
有
し
、
幕

府
か
ら
た
び
た
び
献
上
金
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
田
開
発
を
積
極
的
に
行

い
、
藤
原
新
田
や
本
山
新
田
の
ほ
と

ん
ど
は
本
山
家
が
開
発
し
て
い
る
。

　
広
大
な
屋
敷
跡
に
は
石
垣
が
残
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
！

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
年
齢
は
、

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
他
に
収
入
が
な
い
の
で

早
く
欲
し
い
、
元
気
な
う
ち
に
も
ら

い
た
い
、
な
ど
と
思
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
で
は
こ
う
い
う
方
々
の

た
め
に
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
間
に
希
望
し
て
受
給
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
繰
上
げ
請
求
」
の
道
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
年

齢
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
減
額
率
は
一
生
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
制
約
も

あ
り
ま
す
。

o
第
二
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

　
ン
や
公
務
員
）
に
な
っ
た
と
き
、

　
支
給
が
停
止
さ
れ
衷
す
。

○
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

o
障
害
者
に
な
り
程
度
が
重
く
て
も
、

　
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

　
ん
。

〇
六
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
別
支

り
、
生
涯
増
額
さ
れ
た
ま
ま
支
給
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る
場
合
は

事
前
に
届
出
を
す
る
必
要
が
な
く
、

六
十
六
歳
を
過
ぎ
て
、
あ
な
た
が
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
繰
り
下
げ
て
支
給
を
受
け

る
旨
を
記
入
し
て
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
と
き

は
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
く
考
え

て
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

広大な屋敷跡には石垣が残り、往時の栄華がしのばれる

藤
原
　
城

　
給
の
老
齢
厚
生
（
共
済
）
年
金
は
、

　
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
任
意
加
入
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
繰
上
げ
受
給
に
と

も
な
う
制
限
が
あ
る
う
え
に
、
年
金

の
支
給
率
も
低
い
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
請
求
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
六
十
六

歳
以
後
に
繰
下
げ
て
請
求
す
る
と
、

支
給
開
始
年
齢
に
応
じ
た
加
算
が
あ

繰上げ・繰下げ支給　減・増額率

　　　　　　　　　　　○内は年齢

減額率
42％

35％

28％

20％

11％

58％60
65％　61

72％　　62

80％　　63

89％　　　64

100％　　　65

112％12％　66
126％　　26％67

143％　　　43％　68

164％　　　64％　69

188％　　　　88％　　　70
支給率　　　　　増額率

　
藤
原
城
は
別
名
を
福
島
城
と
も
い

い
、
黒
倉
及
び
松
代
町
福
島
と
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
や
ま

に
位
置
す
る
山
城
で
、
通
称
「
城
山
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
る
山

頂
（
標
高
四
九
〇
m
）
か
ら
は
、
東

方
向
に
高
館
城
跡
・
東
山
城
跡
、
北

東
方
向
に
松
代
城
跡
、
北
西
方
向
に

室
野
城
跡
、
南
方
向
に
浦
田
城
跡
が

眺
望
で
き
る
。

　
テ
レ
ビ
塔
か
ら
主
郭
（
本
丸
）
ま

で
は
狭
い
尾
根
が
続
き
、
い
く
っ
も

の
空
堀
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
主
郭
は
東
西
一
〇
〇
m
、
南
北
七

五
m
の
広
い
平
担
地
で
、
杉
が
植
林

さ
れ
て
い
る
。

　
藤
原
城
は
、
柏
崎
・
善
光
寺
街
道
、

松
之
山
二
局
田
街
道
を
監
視
す
る
任

務
を
も
っ
た
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
こ
　
の
し
お
り

　
藤
原
城
に
つ
い
て
「
温
古
之
栞
」

で
は
「
永
禄
年
中
、
城
主
松
川
大
隅

守
は
智
勇
に
す
ぐ
れ
、
上
杉
謙
信
軍

団
と
し
て
戦
功
比
類
な
く
、
感
状
十

七
通
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
天
正
六

年
の
御
館
の
乱
の
さ
い
、
長
男
刑
部

左
衛
門
が
上
杉
景
虎
に
味
方
し
た
た

め
、
上
杉
景
勝
に
攻
め
ら
れ
て
落
城

し
、
上
野
国
に
退
去
し
た
と
い
う
P

と
書
か
れ
て
い
る
。

任
意
加
入
で
年
金
権
の
確
保
を
！

　
国
民
年
金
制
度
は
二
十
歳
か
ら
加

入
し
て
六
十
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
、

六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
六
十
歳
に
な
っ
て
も
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
に
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
金
の
受
給
に
結
び
つ

け
る
た
め
に
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
希
望
し
て
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
六
十
歳
に
な
っ
た
時

点
で
二
十
四
年
し
か
保
険
料
納
付
期

間
が
な
い
場
合
、
一
年
間
保
険
料
を

4

納
め
る
こ
と
に
よ
り
年
金
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
す
べ

て
保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
、
満
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
過
去
に
未
納
期
間
や

免
除
期
間
な
ど
が
あ
る
方
む
、
よ
り

満
額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
た
め
任

意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
者
の
保
険
料
額
は
一
般

の
方
た
ち
と
同
額
で
す
。

　
受
給
権
の
確
保
と
満
額
年
金
の
実

現
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
任
意
加
入
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈＞
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集
落
探
訪

舟
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
池
は
田
に

な
っ
て
い
る
。

藤
原
新
田

歴
史
と
地
名

　
町
の
北
部
、
渋
海
川
下
流
右
岸
に

位
置
し
、
江
戸
時
代
は
東
浦
田
村
に

属
し
て
い
た
。

　
黒
倉
及
び
松
代
町
福
島
と
の
境
に

は
藤
原
城
跡
が
あ
り
、
狭
い
尾
根
に

い
く
つ
も
の
空
堀
が
構
築
さ
れ
て
い

る
。　

ま
た
、
テ
レ
ビ
塔
が
設
置
さ
れ
て

い
る
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
す
ば
ら
し

く
、
天
候
が
良
け
れ
ば
米
山
・
越
後

三
山
・
長
野
県
境
の
山
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
集
落
の
入
口
付
近
に
は
大
地
主
で

あ
っ
た
本
山
家
（
俗
称
茶
の
間
）
跡

が
あ
り
、
往
時
を
し
の
ぶ
石
垣
が
今

も
現
存
し
て
い
る
。

　
江
戸
後
期
か
ら
開
発
が
始
め
ら
れ

た
藤
原
新
田
（
無
民
戸
）
は
、
現
在

の
藤
原
集
落
と
曽
根
集
落
の
間
、
通

称
「
大
楢
」
周
辺
に
位
置
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
十
二
月
、

藤
原
の
邨
山
伴
次
郎
宅
に
浦
田
郵
便

局
が
開
設
さ
れ
た
。

　
明
治
三
十
四
年
二
月
、
浦
田
郵
便

局
は
通
信
網
整
備
の
関
係
か
ら
奴
奈

川
村
（
現
松
代
町
）
室
野
に
移
転
し
、

室
野
郵
便
局
と
改
称
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）

年
十
月
、
上
之
山
に
浦
田
郵
便
局
が

再
開
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
藤
原
新
田
は
本
山
家
五
代
彦
右
衛

門
が
天
保
年
間
に
開
発
を
始
め
た
新

田
で
、
彦
右
衛
門
が
病
没
後
は
六
代

の
彦
太
夫
が
受
け
継
い
だ
。

　
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
九
月

新
田
検
地
を
受
け
、
検
地
高
約
十
石

七
斗
の
新
田
村
と
な
っ
た
。

　
検
地
帳
に
は
大
楢
・
中
つ
る
ね
・

大
清
水
な
ど
の
地
名
が
記
載
さ
れ
、

開
発
面
積
は
一
町
八
反
、
田
の
等
級

は
最
低
ラ
ン
ク
の
見
付
田
で
あ
っ
た
。

　
藤
原
新
田
は
東
浦
田
村
地
内
に
で

き
た
ミ
ニ
独
立
村
で
あ
り
、
住
民
が

一
人
も
い
な
い
無
民
戸
だ
っ
た
。

　
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
九
月
、

浦
田
地
区
の
七
か
村
が
合
併
し
浦
田

村
と
な
り
、
藤
原
新
田
の
名
称
は
な

く
な
っ
た
。

本
　
山
家

　
本
山
家
初
代
彦
右
衛
門
は
、
三
竹

沢
村
（
現
大
島
村
）
九
郎
右
衛
門
の

二
男
で
、
兄
曽
兵
衛
が
東
浦
田
村
に

持
っ
て
い
た
田
と
屋
敷
地
を
も
ら
い

受
け
、
享
保
八
（
一
七
二
三
）
年
藤

原
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
山
家
は
次
々
と
質
地
を
取
得
し
、

松
之
山
郷
で
も
一
、
二
を
争
う
大
地

主
と
な
っ
た
。

　
江
戸
末
期
に
は
所
持
金
一
、
五
〇
〇

両
、
米
五
、
五
〇
〇
俵
を
所
有
し
、
幕

府
か
ら
た
び
た
び
献
上
金
を
命
じ
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
田
開
発
を
積
極
的
に
行

い
、
藤
原
新
田
や
本
山
新
田
の
ほ
と

ん
ど
は
本
山
家
が
開
発
し
て
い
る
。

　
広
大
な
屋
敷
跡
に
は
石
垣
が
残
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求
は
慎
重
に
！

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
年
齢
は
、

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で
す
。

　
し
か
し
、
他
に
収
入
が
な
い
の
で

早
く
欲
し
い
、
元
気
な
う
ち
に
も
ら

い
た
い
、
な
ど
と
思
う
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

　
国
民
年
金
で
は
こ
う
い
う
方
々
の

た
め
に
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
間
に
希
望
し
て
受
給
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
繰
上
げ
請
求
」
の
道
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
年

齢
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
減
額
率
は
一
生
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
制
約
も

あ
り
ま
す
。

o
第
二
号
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

　
ン
や
公
務
員
）
に
な
っ
た
と
き
、

　
支
給
が
停
止
さ
れ
衷
す
。

○
寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

o
障
害
者
に
な
り
程
度
が
重
く
て
も
、

　
障
害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ

　
ん
。

〇
六
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特
別
支

り
、
生
涯
増
額
さ
れ
た
ま
ま
支
給
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る
場
合
は

事
前
に
届
出
を
す
る
必
要
が
な
く
、

六
十
六
歳
を
過
ぎ
て
、
あ
な
た
が
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た

と
き
に
、
繰
り
下
げ
て
支
給
を
受
け

る
旨
を
記
入
し
て
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
す
る
と
き

は
目
先
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
く
考
え

て
か
ら
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

広大な屋敷跡には石垣が残り、往時の栄華がしのばれる

藤
原
　
城

　
給
の
老
齢
厚
生
（
共
済
）
年
金
は
、

　
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
の
任
意
加
入
が
で
き
な

　
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
繰
上
げ
受
給
に
と

も
な
う
制
限
が
あ
る
う
え
に
、
年
金

の
支
給
率
も
低
い
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
請
求
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
六
十
六

歳
以
後
に
繰
下
げ
て
請
求
す
る
と
、

支
給
開
始
年
齢
に
応
じ
た
加
算
が
あ

繰上げ・繰下げ支給　減・増額率

　　　　　　　　　　　○内は年齢

減額率
42％

35％

28％

20％

11％

58％60
65％　61

72％　　62

80％　　63

89％　　　64

100％　　　65

112％12％　66
126％　　26％67

143％　　　43％　68

164％　　　64％　69

188％　　　　88％　　　70
支給率　　　　　増額率

　
藤
原
城
は
別
名
を
福
島
城
と
も
い

い
、
黒
倉
及
び
松
代
町
福
島
と
の
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
や
ま

に
位
置
す
る
山
城
で
、
通
称
「
城
山
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
る
山

頂
（
標
高
四
九
〇
m
）
か
ら
は
、
東

方
向
に
高
館
城
跡
・
東
山
城
跡
、
北

東
方
向
に
松
代
城
跡
、
北
西
方
向
に

室
野
城
跡
、
南
方
向
に
浦
田
城
跡
が

眺
望
で
き
る
。

　
テ
レ
ビ
塔
か
ら
主
郭
（
本
丸
）
ま

で
は
狭
い
尾
根
が
続
き
、
い
く
っ
も

の
空
堀
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
主
郭
は
東
西
一
〇
〇
m
、
南
北
七

五
m
の
広
い
平
担
地
で
、
杉
が
植
林

さ
れ
て
い
る
。

　
藤
原
城
は
、
柏
崎
・
善
光
寺
街
道
、

松
之
山
二
局
田
街
道
を
監
視
す
る
任

務
を
も
っ
た
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
こ
　
の
し
お
り

　
藤
原
城
に
つ
い
て
「
温
古
之
栞
」

で
は
「
永
禄
年
中
、
城
主
松
川
大
隅

守
は
智
勇
に
す
ぐ
れ
、
上
杉
謙
信
軍

団
と
し
て
戦
功
比
類
な
く
、
感
状
十

七
通
を
賜
わ
っ
た
と
い
う
。
天
正
六

年
の
御
館
の
乱
の
さ
い
、
長
男
刑
部

左
衛
門
が
上
杉
景
虎
に
味
方
し
た
た

め
、
上
杉
景
勝
に
攻
め
ら
れ
て
落
城

し
、
上
野
国
に
退
去
し
た
と
い
う
P

と
書
か
れ
て
い
る
。

任
意
加
入
で
年
金
権
の
確
保
を
！

　
国
民
年
金
制
度
は
二
十
歳
か
ら
加

入
し
て
六
十
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
、

六
十
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
六
十
歳
に
な
っ
て
も
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
の
に
必
要
な

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
に
、

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
年
金
の
受
給
に
結
び
つ

け
る
た
め
に
、
六
十
五
歳
に
な
る
ま

で
の
間
、
希
望
し
て
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
六
十
歳
に
な
っ
た
時

点
で
二
十
四
年
し
か
保
険
料
納
付
期

間
が
な
い
場
合
、
一
年
間
保
険
料
を

4

納
め
る
こ
と
に
よ
り
年
金
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
は
二
十
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
す
べ

て
保
険
料
を
納
め
た
場
合
に
、
満
額

の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
過
去
に
未
納
期
間
や

免
除
期
間
な
ど
が
あ
る
方
む
、
よ
り

満
額
に
近
い
年
金
を
受
け
る
た
め
任

意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
者
の
保
険
料
額
は
一
般

の
方
た
ち
と
同
額
で
す
。

　
受
給
権
の
確
保
と
満
額
年
金
の
実

現
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
任
意
加
入
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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田
植
え
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
五

月
十
八
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
ナ
イ

タ
ー
野
球
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
大
樫
・

ベ
ア
ー
ズ
A
・
ベ
ア
ー
ズ
B
・
ピ
ン

ク
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
ダ
イ
ゴ
ン
ズ
・

さ
さ
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
・
浦
田
・
松

之
山
・
鷹
ノ
湯
・
J
A
・
コ
ン
ゴ
ー

ズ
の
十
一
チ
ー
ム
で
、
六
月
下
旬
ご

ろ
ま
で
熱
戦
が
続
き
ま
す
の
で
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
幕
試
合
で
は
小
堺
真
一
野
球
連

盟
副
会
長
が
始
球
式
を
行
い
、
バ
ッ

タ
ー
が
空
振
り
す
る
と
両
チ
ー
ム
か

ら
抽
手
を
あ
び
て
い
ま
し
た
。

　
対
戦
の
長
期
化
を
避
け
る
た
め
今

ー
8
卜
1

年
か
ら
一
日
二
試
合
と
な
り
、
試
合

時
間
は
第
｝
試
合
が
午
後
六
時
三
十

分
か
ら
八
時
ま
で
、
第
二
試
合
が
八

時
十
五
分
か
ら
九
時
四
十
五
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
協
本
所
横
に
は
、
対
戦
表
と
と

も
に
試
合
の
結
果
も
表
示
さ
れ
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
地
区
行
事
等
で
夜
間
町
民

グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
た
い
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
使
用
す
る
日
の
一
週

間
位
前
ま
で
に
公
民
館
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
野
球
の
試
合
日
程
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
日
や
直
前

の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

騨懸

鑛

健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
一
キ
ロ
と
ニ
キ
ロ
コ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た

コ
ー
ス
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
．

▼
日
　
時
　
六
月
二
十
七
日
（
土
）
、

　
　
　
　
雨
天
決
行
、
午
後
一
時

　
　
　
　
三
十
分
受
付
、
二
時
三

　
　
　
　
十
分
ス
タ
ー
ト

▼
会
　
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー
前

　
　
　
　
巳
之
下
線

▼
申
込
み
　
公
民
館
へ
、
当
日
受
付

　
　
　
　
も
あ
り
ま
す
。

毎日二試合づつ熱戦が続いています

な
が
な
わ
と
び
大
会

　
五
月
十
二
日
夜
、
婦
人
会
の
福
祉

担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

も
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
協
議
し
た
結

果
、
今
年
度
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
、
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
し
の
方
々
に
「
一
声
呼
び

か
け
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
玄
関
先
で
の
会
話
、
電
話
で
の
会

話
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
り
、
地
域
の
輪
を
広
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
初
年
度
と
い
う
事
で
、
お
互
い
の

」
匡

　
ぴ

無，～．慰

く

考
え
方
や
意
見
の
違
い
が
多
少
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
楽
に
い
つ

で
も
話
し
相
手
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
何
が
不
都
合
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
会
員
の
方
々
に
連
絡
↓

て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
、
男
性
の
方
で
し
た
ら

　
　
　
つ
く
ろ

衣
類
の
繕
い
、
女
性
の
方
で
し
た
ら

お
茶
飲
み
相
手
で
も
結
構
で
す
。

　
婦
人
会
で
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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二
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と
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う
新
記
録
を
樹

立
し
ま
し
た
。

　
跳
び
手
十
人
と
ま
わ
し
手
二
人
の

呼
吸
が
合
え
ば
、
二
五
〇
回
も
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
．
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四
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（
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）
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付
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開
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、
八
時
競
技

　
　
　
　
開
始

▼
会
　
場
　
町
民
体
育
館

▼
申
込
み
　
六
月
二
十
五
日
ま
で
に

　
　
　
　
公
民
館
へ

お
は
よ
う
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ギ
ン
グ
教
室
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歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

健
康
に
一
番
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
六
月
七
日
（
日
）
か
ら
九

　
　
　
　
月
二
十
七
日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
の
毎
週
日
曜
日

▼
時
　
間
　
朝
六
時
三
十
分
か
ら
七

　
　
　
　
時
ご
ろ
ま
で

▼
会
　
場
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
巳
之
下
線

▼
指
導
者
　
松
之
山
走
友
会

▼
申
込
み
　
公
民
館
へ

勲
球
教
室
参
加
者
募
國
」

　
昨
年
か
ら
実
施
し
ま
し
た
少
年
野

球
教
室
を
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
の

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
教
室
は
五
月
二
十
四
日
か

ら
始
ま
り
、
現
在
二
十
四
名
の
参
加

者
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り
ま
す
。
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か
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す
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で
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年
野
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が
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っ
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り
練
習
し
て
良
い
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績
を
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め
て
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だ
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。
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四
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週
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日
、
午
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ま
で

▼
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所

▼
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者

▼
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者

▼
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加
費

▼
申
込
み

町
民
グ
ラ
ン
ド

松
之
山
町
野
球
連
盟

原
則
と
し
て
小
学
校
四

年
生
か
ら
六
年
生

三
六
〇
円
（
ス
ポ
ー
ツ

障
害
保
険
料
）

公
民
館
へ
電
話
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

羅
歴
史
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室
参
加
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募
集

　
昨
年
松
之
山
町
史
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完
成
し
、
町

の
豊
か
な
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や
歴
史
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的
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さ
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先
人
達
が
築
い
て
き
た
松
之
山
の

歴
史
は
意
外
に
古
く
、
縄
文
中
期
・

後
期
の
遺
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
事
実
、
新
し
い
発
見
が
期
待

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
町
内
の
文
化
財
・
史
跡
め

ぐ
り
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
締
切
り
後
参
加
者
に

直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
期
　
問

▼
会
　
場

▼
講
　
師

▼
申
込
み

　
公
民
館
で
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
事

業
の
新
規
事
業
と
し
て
、
　
「
親
子
映

画
の
夕
べ
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
映
画
は
「
新
ち
ゃ
ん
が
泣

い
た
！
」
で
、
四
肢
性
マ
ヒ
の
新
ち

ゃ
ん
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
く
感
動
の
ア
ニ
メ
で
す
。

　
主
人
公
の
新
ち
ゃ
ん
（
土
田
新
一
）

の
タ
ベ

は
小
学
校
五
年
生
。

　
四
肢
性
マ
ヒ
の
た
め
上
級
生
や
下

幼
な
じ
み
の
ツ
ヨ
シ
を
は
じ
め
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
が
新
ち
ゃ
ん
を
か
ば
っ

て
く
れ
る
。

　
そ
し
て
、
全
員
参
加
の
運
動
会
で

よ
く
ン
ロ
く

級
生
か
ら
い
や
が
ら
せ
を
受
け
る
が
、

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で

六
回
を
予
定

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

町
史
編
さ
ん
に
携
っ
た

先
生
方
が
担
当
し
ま
す
。

六
月
末
日
ま
で
に
公
民

館
へ
電
話
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
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。

　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
親
子
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そ
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い
で
自
由
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ご
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さ
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。
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時
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後
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i

▼
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た
！

　
　
　
　
　
他
一
本
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に
は
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も
に
試
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の
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も
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の
で
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、
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行
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で
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ら
、
使
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日
の
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に
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連
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の
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日
程
を
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す
る
必

要
が
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の
で
、
当
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や
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の
申
し
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み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
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で
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分
の
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に
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を
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だ
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由
に
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で
き
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．
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受
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養
村
セ
ン
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前
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之
下
線

▼
申
込
み
　
公
民
館
へ
、
当
日
受
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も
あ
り
ま
す
。

毎日二試合づつ熱戦が続いています

な
が
な
わ
と
び
大
会

　
五
月
十
二
日
夜
、
婦
人
会
の
福
祉

担
当
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

も
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

色
々
な
意
見
が
出
さ
れ
協
議
し
た
結

果
、
今
年
度
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
一
環
と
し
て
、
六
十
五
歳
以
上

の
一
人
暮
し
の
方
々
に
「
一
声
呼
び

か
け
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
玄
関
先
で
の
会
話
、
電
話
で
の
会

話
等
で
コ
ミ
ュ
ニ
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ー
シ
ョ
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を
は

か
り
、
地
域
の
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を
広
げ
て
行
き
た
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と
思
い
ま
す
。

　
初
年
度
と
い
う
事
で
、
お
互
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の
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考
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方
や
意
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違
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が
多
少
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る

か
も
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れ
ま
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ん
が
、
気
楽
に
い
つ

で
も
話
し
相
手
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
何
が
不
都
合
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
会
員
の
方
々
に
連
絡
↓

て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
、
男
性
の
方
で
し
た
ら

　
　
　
つ
く
ろ

衣
類
の
繕
い
、
女
性
の
方
で
し
た
ら

お
茶
飲
み
相
手
で
も
結
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で
す
。

　
婦
人
会
で
は
皆
さ
ん
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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に
一
番
良
い
と
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て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
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く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
六
月
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日
（
日
）
か
ら
九

　
　
　
　
月
二
十
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日
（
日
）
ま
で

　
　
　
　
　
の
毎
週
日
曜
日

▼
時
　
間
　
朝
六
時
三
十
分
か
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七

　
　
　
　
時
ご
ろ
ま
で

▼
会
　
場
　
町
民
グ
ラ
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ド

　
　
　
　
巳
之
下
線

▼
指
導
者
　
松
之
山
走
友
会

▼
申
込
み
　
公
民
館
へ

勲
球
教
室
参
加
者
募
國
」

　
昨
年
か
ら
実
施
し
ま
し
た
少
年
野

球
教
室
を
、
今
年
も
開
催
し
ま
す
の

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
教
室
は
五
月
二
十
四
日
か

ら
始
ま
り
、
現
在
二
十
四
名
の
参
加

者
が
あ
り
ま
す
。

　
墓
礎
か
ら
始
め
ま
す
の
で
、
途
中

か
ら
参
加
し
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　
八
月
二
十
三
日
（
日
）
に
は
郡
の
少

年
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

し
っ
か
り
練
習
し
て
良
い
成
績
を
お

さ
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
　
日
　
五
月
二
十
四
日
か
ら
八

　
　
　
　
　
月
三
十
日
ま
で
の
毎
週

　
　
　
　
　
日
曜
日
、
午
後
二
時
か

　
　
　
　
　
ら
四
時
ま
で

▼
場
　
所

▼
指
導
者

▼
対
象
者

▼
参
加
費

▼
申
込
み

町
民
グ
ラ
ン
ド

松
之
山
町
野
球
連
盟

原
則
と
し
て
小
学
校
四

年
生
か
ら
六
年
生

三
六
〇
円
（
ス
ポ
ー
ツ

障
害
保
険
料
）

公
民
館
へ
電
話
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

羅
歴
史
教
室
参
加
者
募
集

　
昨
年
松
之
山
町
史
が
完
成
し
、
町

の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
が
学
術
的
に

解
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
人
達
が
築
い
て
き
た
松
之
山
の

歴
史
は
意
外
に
古
く
、
縄
文
中
期
・

後
期
の
遺
跡
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
事
実
、
新
し
い
発
見
が
期
待

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
は
町
内
の
文
化
財
・
史
跡
め

ぐ
り
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て

は
、
申
し
込
み
締
切
り
後
参
加
者
に

直
接
連
絡
し
ま
す
。

▼
期
　
問

▼
会
　
場

▼
講
　
師

▼
申
込
み

　
公
民
館
で
は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
事

業
の
新
規
事
業
と
し
て
、
　
「
親
子
映

画
の
夕
べ
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
映
画
は
「
新
ち
ゃ
ん
が
泣

い
た
！
」
で
、
四
肢
性
マ
ヒ
の
新
ち

ゃ
ん
が
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
く
感
動
の
ア
ニ
メ
で
す
。

　
主
人
公
の
新
ち
ゃ
ん
（
土
田
新
一
）

の
タ
ベ

は
小
学
校
五
年
生
。

　
四
肢
性
マ
ヒ
の
た
め
上
級
生
や
下

幼
な
じ
み
の
ツ
ヨ
シ
を
は
じ
め
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
が
新
ち
ゃ
ん
を
か
ば
っ

て
く
れ
る
。

　
そ
し
て
、
全
員
参
加
の
運
動
会
で

よ
く
ン
ロ
く

級
生
か
ら
い
や
が
ら
せ
を
受
け
る
が
、

七
月
か
ら
十
一
月
ま
で

六
回
を
予
定

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

町
史
編
さ
ん
に
携
っ
た

先
生
方
が
担
当
し
ま
す
。

六
月
末
日
ま
で
に
公
民

館
へ
電
話
で
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
親
子
お
そ
ろ
い
で
自
由
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
六
月
二
十
日
（
土
）
、
午

　
　
　
　
　
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

▼
会
　
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i

▼
題
　
名
　
新
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
！

　
　
　
　
　
他
一
本

‘2‘3
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高
田
高
等
職
業
訓
練
校
生
募
集

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
資

格
取
得
や
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
コ
ー
ス
を
設
け
、
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
訓
練
科
目

〇
二
級
建
築
士
製
図
コ
ー
ス

○
建
築
パ
ー
ス
コ
ー
ス

○
乙
種
危
険
物
コ
ー
ス

○
第
一
種
電
気
工
事
士
コ
ー
ス

○
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

o
建
築
キ
ャ
ド
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算

検
定
コ
ー
ス

▼
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
十
～
二
十
名

▼
申
込
み
期
間

　
各
コ
ー
ス
と
も
講
習
開
始
二
週
間

　
前
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開

　
講
日
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
雪
〇
二
五
五
（
二
三
）
二
六
九
〇

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
に
温
か
い
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
　
「
少
年
の

非
行
防
止
と
更
生
の
た
め
、
，
地
域
住

民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
で
す
。

　
近
年
、
少
年
非
行
の
低
年
齢
化
が

著
し
く
、
万
引
き
・
乗
り
物
盗
な
ど

の
窃
盗
事
犯
や
シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い

剤
等
の
薬
物
濫
用
事
犯
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
か
ら
非
行
に

走
る
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
、
一
人

一
人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
統
一
標
語

　
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
社
会

熱難短
歌

44

田
植
機
が
か
ろ
く
エ
ン
ジ
ン
ひ
び
か
せ
て

　
　
苗
植
え
す
す
む
水
輪
光
れ
り

い
と
け
な
き
苗
い
ち
め
ん
に
植
え
ら
れ
て

　
　
タ
ベ
は
水
に
月
ぞ
照
ら
し
ぬ

土
塊
が
あ
れ
ば
砕
っ
て
ね
も
こ
ろ
に

　
　
種
蒔
く
人
と
な
り
に
け
る
か
も

　
　
　
　
　
小
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

タ
ラ
の
芽
や
ア
ケ
ビ
や
ウ
ド
や
ア
ズ
キ
ナ
と

　
　
　
豊
か
な
る
山
の
幸
に
酒
酌
む

ほ
と
ば
し送

る
額
の
汗
も
拭
き
や
ら
ず

　
　
　
け
も
の
と
な
り
て
テ
ニ
ス
の
球
追
う

尾
崎
豊
そ
の
死
に
よ
り
て
若
き
ら
の

　
　
　
神
と
な
る
と
う
我
は
知
ら
ず
も

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

川

柳

精
検
で
爆
弾
晴
れ
て
二
人
前

こ
れ
ぽ
っ
ち
だ
が
ブ
ラ
ン
ド
の
ヒ
カ
リ
植
え

　
　
　
　
　
黒
倉
草
柑
正
孝
（
一
枚
田
）

俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た

花
冷
え
や
熱
き
湯
舟
に
身
を
浸
す

ぶ
を
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぷ

撫
林
に
木
洩
れ
日
肌
を
風
糊
る

　
　
　
ひ
ム
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い

時
な
ら
ず
電
交
わ
り
て
春
の
雷

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
歯
司
郎
（
高
校
）

あ
し
さ
い

紫
陽
花
の
咲
か
ぬ
五
月
の
涼
し
か
り

浮
草
が
大
鯉
の
背
に
張
り
つ
き
し

川
越
え
て
タ
ン
ポ
ポ
子
孫
延
び
来
り

　
　
　
　
　
古
　
戸
　
杓
山
　
万
次
郎

夏
め
き
て
山
菜
採
り
の
姿
な
く

若
竹
や
皮
を
く
っ
つ
け
仲
間
入
り

し
ゃ
く
と
り

尺
蟻
に
尺
を
と
ら
せ
て
は
ら
い
お
り

　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
　
蜻
玲

豆
飯
や
母
の
で
っ
か
ち
盛
り
の
こ
と

妻
一
と
日
大
洗
濯
や
夏
に
入
る

紙
屑
を
額
に
貼
ら
れ
子
供
の
日

　
　
　
　
　
観
音
寺
　
柑
山
　
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す

薫
風
に
マ
ル
チ
は
た
め
く
茄
畑

苗
箱
を
覗
き
て
雨
の
上
り
待
つ

　
め
ぐ

畑
廻
り
防
風
ネ
ッ
ト
の
位
置
定
む

　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢
　
哲
山

（
森
下
）

（
隠
居
）

（
金
田
屋
）

（
藤
助
）

一

　　　＿；　　　豊かな自然に恵まれた松之山へ
　　　窟
　　　ロ
　　。　ターンしませんか“

　ハローワーク上越（上越公共職業安定所〉には、　「Uターン相談

コーナー」があり、若い方のUターンを積極的に推進しています。

　また、役場にも「Uターン情報コーナー」があります。

　近い将来故郷へ帰りたい、就職口があれば帰りたいと思っている

方は、ぜひUターン登録制度をご利用ください。

　登録方法は、Uターン相談コーナー及び役場の職業係窓口にあり

ます「登録カード」に必要事項を記入するだけです。

　手紙や電話をいただければ「登録カード」を送ります。

　登録されますと、求人情報を定期的に送ります。

　問い合わせ・連絡先

　　ハローワータ上越　　盈0255－23－6121

　　松之山町役場職業係　君02559－6－3131

翻壷轄1③　あ科蒙呂o
し

涜囹、・

籔鴫
レ

9
’
．
．

　
◎刀

賑
　
＼
　
　
／

雨
で
サ
よ
九

甲
。
聾
－

　
　
　
　
　
　
　
し

し
レ
　
　
　
0

ー
ヘ
レ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
サ
オ
　
し

し
／
’
－
も

＼＿｝〆’

嫡し
　
　
ノ

し

ドヲいロ　　　ロ

勲藩，1

ホしりll・1翻隻μ敦）

華箏蓮

嗣

八

七

五

四

イロハニホヘトチリヌル
　黒先生き　（1手だけ）

5
月
号
の
答
え　●

2　　　●

　詰碁の解答を募集してい

ます。6月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　久保田光栄（天水島

　高沢　哲治（豊　田

　
こ
の
問
題
は
、
詰
碁
の
本
に
よ
く
出
て
い
る
形
か
ら
二

手
進
め
て
解
き
や
す
く
し
た
も
の
で
す
が
、
黒
1
の
出
が

気
づ
き
に
く
い
好
手
。

　
白
2
に
は
、
黒
3
の
置
き
が
急
所
で
、
こ
れ
で
白
に
は

続
く
抵
抗
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

45
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高
田
高
等
職
業
訓
練
校
生
募
集

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
資

格
取
得
や
技
能
の
向
上
を
目
的
と
し

た
各
種
コ
ー
ス
を
設
け
、
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
訓
練
科
目

〇
二
級
建
築
士
製
図
コ
ー
ス

○
建
築
パ
ー
ス
コ
ー
ス

○
乙
種
危
険
物
コ
ー
ス

○
第
一
種
電
気
工
事
士
コ
ー
ス

○
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
初
級
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
コ
ー
ス

o
建
築
キ
ャ
ド
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算

検
定
コ
ー
ス

▼
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
十
～
二
十
名

▼
申
込
み
期
間

　
各
コ
ー
ス
と
も
講
習
開
始
二
週
間

　
前
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
開

　
講
日
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
雪
〇
二
五
五
（
二
三
）
二
六
九
〇

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
毎
年
七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
に
温
か
い
愛
の
手
を
さ

し
の
べ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　
今
年
の
重
点
目
標
は
、
　
「
少
年
の

非
行
防
止
と
更
生
の
た
め
、
，
地
域
住

民
の
理
解
と
参
加
を
求
め
る
」
で
す
。

　
近
年
、
少
年
非
行
の
低
年
齢
化
が

著
し
く
、
万
引
き
・
乗
り
物
盗
な
ど

の
窃
盗
事
犯
や
シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い

剤
等
の
薬
物
濫
用
事
犯
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
域
社
会
か
ら
非
行
に

走
る
少
年
を
出
さ
な
い
よ
う
、
一
人

一
人
が
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
統
一
標
語

　
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
社
会

熱難短
歌

44

田
植
機
が
か
ろ
く
エ
ン
ジ
ン
ひ
び
か
せ
て

　
　
苗
植
え
す
す
む
水
輪
光
れ
り

い
と
け
な
き
苗
い
ち
め
ん
に
植
え
ら
れ
て

　
　
タ
ベ
は
水
に
月
ぞ
照
ら
し
ぬ

土
塊
が
あ
れ
ば
砕
っ
て
ね
も
こ
ろ
に

　
　
種
蒔
く
人
と
な
り
に
け
る
か
も

　
　
　
　
　
小
谷
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

タ
ラ
の
芽
や
ア
ケ
ビ
や
ウ
ド
や
ア
ズ
キ
ナ
と

　
　
　
豊
か
な
る
山
の
幸
に
酒
酌
む

ほ
と
ば
し送

る
額
の
汗
も
拭
き
や
ら
ず

　
　
　
け
も
の
と
な
り
て
テ
ニ
ス
の
球
追
う

尾
崎
豊
そ
の
死
に
よ
り
て
若
き
ら
の

　
　
　
神
と
な
る
と
う
我
は
知
ら
ず
も

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
山
　
司
郎
（
高
校
）

川

柳

精
検
で
爆
弾
晴
れ
て
二
人
前

こ
れ
ぽ
っ
ち
だ
が
ブ
ラ
ン
ド
の
ヒ
カ
リ
植
え

　
　
　
　
　
黒
倉
草
柑
正
孝
（
一
枚
田
）

俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
た

花
冷
え
や
熱
き
湯
舟
に
身
を
浸
す

ぶ
を
り
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぷ

撫
林
に
木
洩
れ
日
肌
を
風
糊
る

　
　
　
ひ
ム
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
い

時
な
ら
ず
電
交
わ
り
て
春
の
雷

　
　
　
　
　
松
之
山
　
丘
歯
司
郎
（
高
校
）

あ
し
さ
い

紫
陽
花
の
咲
か
ぬ
五
月
の
涼
し
か
り

浮
草
が
大
鯉
の
背
に
張
り
つ
き
し

川
越
え
て
タ
ン
ポ
ポ
子
孫
延
び
来
り

　
　
　
　
　
古
　
戸
　
杓
山
　
万
次
郎

夏
め
き
て
山
菜
採
り
の
姿
な
く

若
竹
や
皮
を
く
っ
つ
け
仲
間
入
り

し
ゃ
く
と
り

尺
蟻
に
尺
を
と
ら
せ
て
は
ら
い
お
り

　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
村
山
　
蜻
玲

豆
飯
や
母
の
で
っ
か
ち
盛
り
の
こ
と

妻
一
と
日
大
洗
濯
や
夏
に
入
る

紙
屑
を
額
に
貼
ら
れ
子
供
の
日

　
　
　
　
　
観
音
寺
　
柑
山
　
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
す

薫
風
に
マ
ル
チ
は
た
め
く
茄
畑

苗
箱
を
覗
き
て
雨
の
上
り
待
つ

　
め
ぐ

畑
廻
り
防
風
ネ
ッ
ト
の
位
置
定
む

　
　
　
　
　
豊
　
田
　
高
沢
　
哲
山

（
森
下
）

（
隠
居
）

（
金
田
屋
）

（
藤
助
）

一

　　　＿；　　　豊かな自然に恵まれた松之山へ
　　　窟
　　　ロ
　　。　ターンしませんか“

　ハローワーク上越（上越公共職業安定所〉には、　「Uターン相談

コーナー」があり、若い方のUターンを積極的に推進しています。

　また、役場にも「Uターン情報コーナー」があります。

　近い将来故郷へ帰りたい、就職口があれば帰りたいと思っている

方は、ぜひUターン登録制度をご利用ください。

　登録方法は、Uターン相談コーナー及び役場の職業係窓口にあり

ます「登録カード」に必要事項を記入するだけです。

　手紙や電話をいただければ「登録カード」を送ります。

　登録されますと、求人情報を定期的に送ります。

　問い合わせ・連絡先

　　ハローワータ上越　　盈0255－23－6121

　　松之山町役場職業係　君02559－6－3131

翻壷轄1③　あ科蒙呂o
し

涜囹、・

籔鴫
レ

9
’
．
．

　
◎刀

賑
　
＼
　
　
／

雨
で
サ
よ
九

甲
。
聾
－

　
　
　
　
　
　
　
し

し
レ
　
　
　
0

ー
ヘ
レ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
サ
オ
　
し

し
／
’
－
も

＼＿｝〆’

嫡し
　
　
ノ

し

ドヲいロ　　　ロ

勲藩，1

ホしりll・1翻隻μ敦）

華箏蓮

嗣

八

七

五

四

イロハニホヘトチリヌル
　黒先生き　（1手だけ）

5
月
号
の
答
え　●

2　　　●

　詰碁の解答を募集してい

ます。6月26日までにハガ

キなどで広報担当まで

正解者には粗品を進呈

正解者

　久保田光栄（天水島

　高沢　哲治（豊　田

　
こ
の
問
題
は
、
詰
碁
の
本
に
よ
く
出
て
い
る
形
か
ら
二

手
進
め
て
解
き
や
す
く
し
た
も
の
で
す
が
、
黒
1
の
出
が

気
づ
き
に
く
い
好
手
。

　
白
2
に
は
、
黒
3
の
置
き
が
急
所
で
、
こ
れ
で
白
に
は

続
く
抵
抗
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。

45



ー
『
に
ー

’6

の
ヤ
リ
b
え
の
ガ
お
　
側

　
　
　
　
の
や
み

命冷

のぞみちゃん（自分）を書きました

曜
．
閉
庁

13日・27日

11日・25日

　
　
月
月

土
6
7

※出生・死亡・婚姻の届はできます

　　　りす組

たかなみのぞみさん
　　（松ロ　桶屋）

（生年月日）

4・4・21

4・5・14

　　窃めでた（雌）

わか葉ちゃん　村山敦尚さんの長女

　　　　　　　　　　（古戸）新屋

勇樹ちゃん　佐藤　功さんの三男

　　　　　　　　　　（天水越）伝兵工

厨〃4

　　＼＼

／蕩
　　ノ

ノ
（
・
－
k
み
　
し

負．
　　璽牽　　　　　野

　　　“

　　　“櫨口旧”吟

　　　りす組

おのづかけんたくん
　　（藤倉　大門）

　　お《紗み（菟亡）　　　　　　（死亡年月日）

高橋忠一さん　　57歳（天水島）惣七　　　4・4・30

高沢敏男さん　　60歳（大荒戸）たんのせ　4・5・8

保坂ウメさん　　77歳（松口）戸矢口　　　4・5・11

小野塚末太郎さん　85歳（松之山）長田屋　4・5・13

田辺政則さん　　81歳（松之山）後　　　　4・5・23

村山ひささん　　79歳（湯本）旧和泉屋　　4・5・26

※5月1日から31日までの届出分です。

おとうさんが笑っているところ

＼
　

ヤ

▼
5
月
の
で
き
こ
と

31　30　28　17　16　10　 3　　1

日日日日日日日日
町
消
防
分
団
長
会
議

成
人
式
・
名
誉
町
民
推
戴
式

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り

農
業
委
員
会
総
会

野
鳥
集
会

第
3
6
回
探
鳥
会
（
美
人
林
）

▼
6
月
1
1
日
～
7
月
1
0
日
の
予
定

H
日

1512
日　日

2420
日　日875412725日日日日日日日

集
落
総
代
会
（
転
作
）

町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
夜
間
・
1
2
日
も
有
）

献
血
（
安
高
松
之
山
分
校
）

総
合
検
診
（
町
民
体
育
館
・

19
日
ま
で
）

親
子
映
画
の
夕
べ

町
消
防
団
半
日
訓
練

リ
ハ
ビ
リ
教
室

6
月
定
例
議
会
（
2
6
日
ま
で
）

健
康
マ
ラ
ソ
ン

糖
尿
病
検
診

な
が
な
わ
と
び
大
会

町
消
防
大
会

乳
ガ
ン
検
診
（
9
日
も
有
）

リ
ハ
ビ
リ
教
室

編
集
後
記

六
月
を
迎
え
、
↓
気
に
夏
が
来
た

よ
う
な
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

遅
れ
て
い
た
苗
の
成
長
も
こ
の
尺

候
で
回
復
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
今
月
中
旬
頃
か
ら
梅
雨
に

入
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
運
動
会
や

各
種
大
会
が
計
画
さ
れ
、
関
係
者
は

雨
が
降
ら
な
い
よ
う
毎
日
空
を
見
ヒ

げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
旅
行

に
出
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
交
通
事
故
に
遇
わ
な
い
よ
う
起

さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
で
暑
く
な
っ
た

り
寒
く
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
健
康

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

六
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
六
七
一
（
▲
コ
、
）

　
男
／
一
、
八
O
O
（
▲
　
八
）

　
女
／
一
、
八
七
一
（
▲
　
四
）

世
帯
数
／
一
、
一
五
〇
（
▲
　
三
）

（
）
内
は
五
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
六
月
号

平
成
四
年
六
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
盈
の
．
、
五
五
ん
ー
六
1
ご
一
ご
二
一

編
集
／
総
務
課

広報
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7月号（Nα197）

1992

薪
濤

謀

一
灘

スタート合図とともに勢いよく走りだしました（健康マラソン）

蝿幽今月号の話題
　　　　2

　　　　3

　　　　5

6・7

8～10
　　　・11

12・13

6月定例議会……一・

第17回町民体育大会案内

お知らせかわら版……

6月のフォトニュース…・

集落探訪（松之山）・……

知っておきたい年金知識

公民館だより…一…

若さあふれるプレーで好ゲームが続きました（町民バレーボール大会）


